
７ 2024年２月15日　第400号　おおさか自治体の仲間 おおさか自治体の仲間　2024年２月15日　第400号 ６

　昨年３月に岸和田市が発表した新行政改革プラン
「市立岸和田市民病院の経営形態の見直し」の現状と
課題として、「より一層経営の安定と強化」が強調さ
れ、昨年12月には「市民病院経営強化プラン」（以下
「強化プラン」）が発表されました。
　そこには「最適な経営形態は地方行政独立法人」
（以下「独法化」）と結論づけ、パブコメ（１月５日
まで）を経て、３月までに強化プランを策定し、移行
スケジュールなどが決定される予定です。

　このような市当局の動きに対し、市職労も参加する
泉州の地域医療を守る会は「市民病院を守る会（仮
称）ニュース」を発行して、民主団体の機関紙折り込
みなどの協力を得ながら、「市民病院の独法化は許さ
ない」立場から宣伝や学習会に取り組んでいます。
　「独法化」は不採算医療の切り捨てや効率化重視の
過重労働など、市民と職員に犠牲を強いるものです。
誰にでも安心して医療を提供する市民病院の役割に反
する問題の多い経営形態と言わざるを得ません。
　患者・家族をはじめ、病院の働く仲間のため、３月
に「岸和田市民病院を守る会」結成総会を行い、市民
病院の地方独立行政法人化に断固反対していきます。

（解き方）二重ワクの文字をＡ～Ｈの順に並べ
かえてできる言葉を答えてください。

出題者：山本汎昭さん

市民とともに岸和田市民病院の
「独法化」ストップへ

（岸和田市職労）

ヒント：能登半島地震
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日常生活の賠償事故には

個人賠償責任共済個人賠償責任共済 ●示談代行付で安心
●応急手当・護送費用も補償
● 同居の親族・別居の未婚の
子も補償
●補償期間
2024年４月１日
 ～2025年３月31日

●この補償で年間掛金
　わずか1,700円

　日常の生活の中で思わず起こってしまう事
故。他人にケガをさせてしまったり、 他人の
物を壊したり、そんな事故であなたや家族が
法律上の損害賠償責任を負ってしまった時、
補償するのが「個人賠償責任共済」です。
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停めていた自転車が倒れ駐車中の
車に傷をつけた

募集の締切日は組合によって違います。詳しくは組合事務所におたずねください。
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